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令和 8 年度「三十三ふるさと三重文化賞」の受賞者決定のお知らせ 

 

公益財団法人三十三ふるさと文化財団（理事長：道廣 剛太郎）は、社会貢献事業として三重県の文化

向上に顕著な貢献をされた方々を顕彰する目的で「三十三ふるさと三重文化賞」を贈呈し、その功績を讃

えております。今般、令和 8 年度「三十三ふるさと三重文化賞」の受賞者を下記の通り決定しましたので

お知らせいたします。 

「三十三ふるさと三重文化賞」の贈呈は、平成元年度から始まり本年度で 38 回目となります。 

今後も同財団では、県民文化の発展と潤いのあるふるさとづくりに、より一層努めることで地域文化発

展のお役に立ちたいと考えております。 

 

記 

 

１．受賞者 

■音楽・演劇（洋楽） 

兼重 直文 様 72 歳 

住所：津市 
 

■美術部門（洋画） 

安田 隆亮 様 85 歳 

住所：桑名市 
 

■人文・民俗部門（地域史・民俗） 

三石 学 様 71 歳 

住所：熊野市 

※受賞者の詳細につきましては、別紙をご参照ください。 

 

２．表彰式 

■日 時  2027 年 2 月 14 日（日） 午後 1：30 より 

■場 所  四日市市文化会館第 1 ホール（四日市市安島 2 丁目 5-3） 

 

表彰式に続き、定期コンサート「東儀秀樹 悠久と革新の雅楽コンサート」を開催します。 

表彰式・コンサートへの入場には入場券が必要です。 

 

入場券の申込み受付は、11/24（火）9：00 より実施いたします。右記二次元コードまたは、 

三十三銀行ホームページ内（セミナー・イベント欄）よりお申込みください。 

https://www.33bank.co.jp/seminar/33furusato_20270214.html 

 

以 上 

 

〈二次元コード〉 
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 別紙  

令和８年度「三十三ふるさと三重文化賞」受賞者 

■音楽・演劇部門（洋楽） 

兼重
かねしげ

 直
なお

文
ふみ

 72 歳 住所：津市 

三重大学教育学部に奉職して以来、音楽教育における実技分野（ピアノ）の研究に取り

組みながら、50 年にわたり演奏活動を続けています。この間、ソリストとしての活動は

勿論のこと、県内在住の演奏家や県内オーケストラと協演する一方、海外のアーティス

トや日本を代表する演奏家と共演するなど、三重県内外で多彩な演奏活動を行っていま

す。また、県内で「みえ文化芸術祭 みえ音楽コンクール」の創設および運営に携わると

ともに、県内外で各種コンクールの審査員を務め、世界で活躍する若手音楽家の育成・

輩出に尽力しています。さらに、三重県文化振興事業団の評議員・理事をはじめ、三重

県の文化芸術振興に関わる各種団体の役員や委員を歴任し、地域の文化行政等への参画

を通じて地域文化の発展に貢献しています。 

【主な受賞歴】令和２年度 三重県文化賞文化功労賞 
 

■美術部門（洋画） 

安田
や す だ

 隆
たか

亮
あき

 85 歳 住所：桑名市 

洋画家として毎年 100 号以上の大作を精力的に制作・発表し、長年にわたり創作活動を

続けています。その間、絵画公募団体二元会を主たる作品発表の場として、全国の主要

都市で開催される二元展に出展し、ヨーロッパ賞、現代文化協会賞、文部大臣奨励賞を

はじめ数多くの賞を受賞しています。また、平成 27 年には、モナコ・日本芸術祭 10 周

年記念展に出展し、最高賞の一つであるローズ・ドゥ・モナコ賞を受賞するなど、国内

外で高く評価されています。一方、地元桑名市においては、桑名市文化協会の美術部門

理事等を歴任し、美術文化の振興に尽力しているほか、昭和 51 年発足の「桑名美術クラ

ブ」では、平成 18 年より会長を務め、市民展の運営や各種事業を通じて市民の芸術文化

活動の普及・発展に貢献しています。 

【主な受賞歴】平成 27 年度 三重県文化賞文化奨励賞 
 

■人文・民俗部門（地域史・民俗） 

三石
みついし

 学
まなぶ

 71 歳 住所：熊野市 

熊野市および熊野古道を中心とした地域の歴史・文化の研究に取り組み、「みえ熊野学研

究会」の研究員として文献整備や研究成果の公表活動を続けたのち、平成 15 年には、世

界遺産イコモス調査団による現地調査の説明員を務め、熊野古道の世界遺産登録に貢献

するなど、重要な役割を果たしています。現在は、熊野市文化財専門委員長として、地

域の文化財保護に尽力するとともに、「海の熊野地名研究会事務局」等での学術研究活動

にも取り組んでいます。また、長年にわたり「熊野語り部友の会」の活動に携わり、後

進の育成に尽力しているほか、熊野市民大学講師などを務め、自らの研究活動によって

得られた知見を地域の人々に還元し、地域文化の振興に貢献しています。さらに、県外

各地においては、世界遺産をはじめとする熊野地域の魅力を広く発信するため、講師と

して講演活動に取り組んでいます。こうした活動を通じて国内外からの来訪者を招致し、

ツーリズムの活性化を図るなど、地域の発展に貢献しています。 

【主な受賞歴】令和 6 年度 三重県文化賞文化功労賞 




